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大学生 と 30 ・40代成人 を対象とした加齢 に伴 う

　　　抑うつ 的反すうの 変化 に関する
一

研究

村山　恭朗
1

岡安　孝弘
2

要　約

　抑うつ 的 反す う とは ネ ガ テ ィ ブ な認 知を繰 り返 し体験 す る こ とを指す 。 反す う傾向が 高い 場合 うつ 病

リ ス ク は 高 まる が、反 す う傾 向が低 い 場合 に は ネ ガ テ ィ ブ な認 知 が抑 うつ を悪化 させ る プ ロ セ ス が緩和

される 。 しか しな が ら、こ の 抑 うつ 的反すうが加齢 に 伴 っ て 量 的 お よび 質的に どの よ うに 変化する か に

関 して 、あ ま り研究 され て い ない 。 そ こ で 本研究 は、大 学 生 群 と 30・40代 の 成 人群 が 示す 抑うつ 的反

すう傾向 と低反 す うの 緩衝 効 果 を比較す る こ と で 、加齢 に伴う反 すう傾向の 変化 を検討 した。そ の 結

果、成人群 で は 反 す う傾 向が 低 く、さ ら に低反す うの 緩衝効 果 が 認 め られ た 。 こ の こ とか ら、加 齢 に

伴 っ て 抑うつ 的 反 すうは軽減 し、個人は よ り効果的 に ネガテ ィ ブ な認知 に対応で きる よ うに な る と示唆

され た。また 本 研 究結果 か ら年齢 に適 した 予防的介入 が 議論 され た 。

キー
ワ
ード 1抑うつ 的反すう傾向　緩衝効果　ネ ガ テ ィ ブ な認知　コ

ーピ ン グ

問題 と目的

　うつ 病 は社会 に蔓延する精神疾患で ある 。 わ

が 国にお い て は、うつ 病 （大うつ 病性障害）の

生涯有病率 は 6，5−7．5％ 、12カ月有病率 は約 2％

と報告 され て い る （川上 ら，2003）。 また健常

者 （うつ 病歴が な い 者）が示す抑 うつ 症状 は う

つ 病発症 リス ク を高め る こ とが指摘 されて い る

（Cuijpers＆ Smit，2004）。 こ れ ら の こ とか ら、

うつ 病エ ピ ソ
ー

ド中の 治療 は無論の こ とで ある

が 、 抑 うつ 症状 を悪化 、 維持させ る要 因や その

メ カ ニ ズ ム を明 らか に する こ とは、うつ 病や抑

うつ 悪化 の 予防を図る うえで 、臨床的および社

会的意義が あ る 。

　こ れ ま で 抑うつ 症状 の 悪化や うつ 病発症の リ

ス クを高め る要因 と して、抑うつ 的反す うが指

摘 され て い る （Nolen−HQeksema ，1991）。　Alloy

et　al．（2000）は抑 うつ 的反す うを 「ス トレス フ

ル な出来事に よ り喚起 されたネガテ ィ ブな認知
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を何度 も繰 り返 し内的に体験す る過程」 と定義

して い る 。 また
一

部の 研究者で は、抑 うつ 的反

すうは ネガテ ィ ブ なイ メ
ー

ジ、認知、感情 を概

念的 、 抽象的に体験する過程で あ り、 それ らを

具体的に体験す る過程とは相反す る もの で ある

と 指摘 して い る （Teasdale，1999；Watkins＆

Moulds，2005）。 また 抑 うつ 的反す うは 悩み や

ネガ テ ィ ブ な感情 に対する不適応 的な コ
ーピン

グ で あ る と も指摘 されて い る （Lyubomirsky ＆

Nolen−Hoeksema 　l993）。 そ し て 多 くの 研究 に

お い て 、抑 うつ 的反す うが 高い 場合 に は抑 うつ

症状は持続 し、増幅する こ とが見い だ され て い

る （Lyubomirsky　et　al．，1998な ど）。

　そ れ とともに、これ まで の 抑 うつ 研究に お い

て、ネガ テ ィ ブ な認知 （抑 うつ ス キ ーマ な ど）

が 強 い 場合 、抑 う つ が 増 幅す る こ と （Beck、

1976）や うつ 病発症 リス ク が高 まる こ とが示 さ

れて い る （Alloy　et　al．，2000）。 しか しなが ら、

近年の 研究お い て 、抑 うつ 的反す う傾向が低 い

場合 には、こ の ネガテ ィ ブな認知の 悪影響は減

弱 され る こ と が 指 摘 さ れ て い る 。 Ciesla＆

Roberts （2007）は教 示 に よ り被験者 を高／低
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反すうに誘導 し 、 ネガ テ ィ ブな短編フ ィ ル ム を

見せ たあ と の 両群が 示す抑うつ 感情の 変化 を比

較 した 。 その 結果 、 どちらの群で あ っ て も、 ネ

ガ テ ィ ブな認知が低 い 者で は抑 うつ 感情は悪化

しなか っ た 。 しか しながら、ネガテ ィ ブ な認知

が強 い 場含には 、両群 が示す抑うつ 感情に差が

見られ 、 高反すう群で は抑うつ 感情が強 まっ た

が、低反す う群で は抑 うつ 感情は変化 しなか っ

た 。 こ の こ とか ら 、 反 す う傾 向が 低 い 場合 に

は、ネガテ ィ ブ な認知が 抑うつ を強め る プ ロ セ

ス を抑制で きる こ とが 示唆され る （以下 、本研

究で は 、 ネガテ ィブ な認知が抑 うつ を増幅 させ

る影響 を緩和 させ る低反す うの 効果を 「低反す

うの 緩衝 効果」 と呼ぶ ）。 こ の 低 反す うの 緩衝

効 果 は縦 断 的 研 究 で も見 い だ され て お り、

Robinson＆ Alley（2003）は ネガ テ ィ ブ な 認知

が 強 い 者で あっ て も低反すう傾向である場合 に

は 、うつ 病発症 リス クが低下 する こ とを報告 し

て い る。こ れ ら の研究か ら、ネガ テ ィ ブ な認知

が強 い 場合で あ っ て も、 低反す うに よっ て その

悪影響は緩和され押うつ を軽減する こ とが で き

る と期待 され る 。

　 また こ れまで の研究 にお い て 、抑うつ 症状や

うつ 病発症率は年齢層 に よ っ て変化する こ とが

報告 され て い る こ と （川 上 ら，2003な ど）か

ら、鉚 うつ を悪化、維持 させ る抑うつ 的反す う

傾向 も年齢 とともに変化する と思 わ れ る 、 実

際 、 Ersk三ne　et　a1．（2007＞は、老 年期 にあ る者

は青年期にある大学生 と比 べ る と反すう傾 向が

低 い こ と を報 告 し て い る 。 しか し なが ら、

Erskine　et　a1．の 研 究を除けば 、異 なる年代 を対

象 と し加齢に伴う反すうの 変化を検討 した研究

はあ ま り例 が な く、さらに加齢に伴 う反す うの

質的な変化に関する研究はこ れまで ほ とん ど行

われ て い ない 。そ こ で 本研究は、年代が異 なる

二 つ の 年齢群が示 す抑うつ 的反すうの強さを比

較する こ とに よ っ て、加齢に よる反す うの 量的

な変化 を検討す る と ともに、両群が示す低反す

うの 緩衝効果の 強 さを比較す る こ とに よ っ て、

加齢 に伴う反す うの 質的な変化の
一

端を明 らか

にす る こ とを 巨的 とした。

　先述 した よ うに 、 抑うつ 的反す うは うつ 病 リ

ス ク を高め る搾うつ 症状の維持 ・悪化 をもた ら

す要因で ある と指摘 されてお り、 反す うによる

抑 うつ 悪化の メ カ ニ ズ ム を理解す るこ とは、う

つ 病や揶うつ 悪化に対する予防的介入へ の
一助

とな りうる と思 われ る 。 そこ で 、抑うつ 予防の

観点 も包括す る本疑究 にお い て、抑うつ リ ス ク

が高 い 二 つ の 年齢群 を対象 とする こ とが適当で

あ る と考え られ た 。 こ れ まで の 研究にお い て 、

他の 年齢層 と比 べ て 30 ・40代 で は よ り多 くの

者が抑 うつ 状態 にあ り、よ り強 い 抑うつ 症状 を

呈 す る こ とが 報 告 さ れ て い る （横 鑷 ・山村，

2007）。

一方、青年期 は精 神的 な問題が生 じや

す い 時期 で あ り　（木村 ら，2003）、特に 大学生

の 時期 は抑 うつ リ ス クが高まる時期で ある と示

唆 され 、

一
部 の 研 究で は 20％ を超 える うつ 病

罹 患 率 が 報 告 さ れ て い る （Tomoda 　 et　ai．，

2000）。 以上 の こ とか ら 、 本研 究で は青年期 に

あ る大 学生 と コ ミュ ニ テ ィ か ら得 られ た 30 ・

40代成入の 2群 を調査対象 と し、 反す うの 変化

を検討するこ と と した 。

　反すうに関する研究にお い て、老年期にある

者は 、青年期にある大学生 よ りも低い 反す う傾

向を示す こ とが報告 されて い る （Erskine　et　al．，

2007）。 また コ
ー ピ ン グ に 関す る 研 究で は、

コ ーピン グは加齢 に伴 っ て 適応的に なる こ とが

示 唆され て い る （木 島，2009；Skinner＆ Edge．

1998）。 例 え ば 、 年齢が 高 い 群 ほ ど回避型 コ ー

ピン グ を行 う頻度が 低 い こ とが示 され て い る

（Amirkhan ＆ Auyeung．　2007）。 そ して 、抑 う

つ 的反す うは情動的焦点型 コ ーピ ン グの
一
種で

あ る と も指 摘 さ れ （Hampe1 ＆ Petermar　n ，

2005）、青年期 と比 べ る と成入期後期で は情動

焦点型 コ ーピ ン グは弱 まる こ とが 明 らか に され

て い る （Blanchard−Fie韮ds　et 　a至．，1991）。 これ ら

の こ とか ら、 個人は加齢に伴 い よ り適切 にネガ

テ ィ ブ な認知に対処で きる よ うに なる と推澗 さ

れ る 。 以上の 点か ら、本研究にお い て、大学生

群 よ りも、 成人群で は抑 うつ 的反す う傾向が低
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加 齢 に 伴 う抑 うつ 的反す うの 変化

い と予測 され る。 加えて 、加齢の 影響は反す う

の 量的 な面の み な らず質的な面に も及ぶ と推察

され る 。 こ の こ とか ら、低反すうの 緩衝効果は

加齢 に伴 っ て強 まる と推測 され る 。 そ れゆ え、

本研究 にお い て 、 大学生群 と比べ る と 、 成人群

における低反す うの 緩衝効果 はより強 く現れる

と予測 される 。

方　法

調査対象者

　本研 究の 成人 群 と して、関東、東海、近畿、

四 国 に在住 また勤務する 30 ・40代の 成人 に調

査 を実施 し、すべ て の 項 目に漏れな く回答 した

211 名 （男 性 89 名 、 女 性 122 名 、 37．76± 5．76

歳 、30−34歳 ：78 人、う ち 男 性 30 名、35−39

歳 155 人 、 うち 男 性 32名 、 40−44歳 ：41 人 、

うち男性 15名、45−49 歳 ： 37人、うち男性 12

名）を対象 とした。また大学生の 調査対象とし

て 、都内私立大学の 心理学 または法学の 講義を

受 講す る 大学生 に 調 査 を実施 し た 。 青 年期 は

15−24 歳 の 時 期 に あ る こ と （厚 生 労 働 省，

2000）か ら 、 年齢 が 25歳 を超 え る者 お よ び 回

答 に漏れがあ っ た者をデ
ータか ら削除 し、最終

的 に 500 名 （男 性 174 名 、 女 性 326 名、

19，63± 1．36歳、年齢範囲 18−24歳）を大学生 群

とした 。 なお 本調査へ の 協力は調査対象者の 自

由意志 に任せ られ 、 個人 を特定で きる情報の 回

答は
一

切求め られ なか っ た 。

謂査材料

自己記入式抑 うつ 尺度 （Self−rating　Depression

Scale，以 下 SDS ）： 抑 うつ 症 状 の 測 定 に は、

Zung （1965）が開発 した 自己記入式抑うつ 尺 度

の 日 本 語 版 （福 田 ・小 林．1973）を用 い た 。

SDS は 20項 目で構 成 され、半 数が否定 的表 現

で 残 りの 半数が 肯定的表現で記載 され て い る。

高得点は抑 うつ 症状が高 い こ とを表 し、回答形

式は 4件法 （1： な い また は た まに
一4： ほ とん ど

い つ も）で あ る 。

ネガテ ィ ブな反す う尺度 ： 反す う傾向の 測定に

は ネ ガ テ ィ ブ な 反 す う尺 度 （伊 藤 ・
上 里 t

2001） を用い た 。 こ の 尺度 は三 つ の ダミー項 目

を含む 14項 目 二 つ の 下 位尺 度 「ネガ テ ィ ブ な

反すう傾向」と 「ネガ テ ィ ブ な反すうの コ ン ト

ロ
ール 不可能性」で 構成 され る 。 本研究で は ネ

ガ テ ィ ブ な反す う傾向の み を使用 した 。 高得点

は 高 い 反す う傾 向を示 し、回答 形式 は 6件法

（1： あて は ま ら な い
一6： あて は まる）で あ る ，

十 分 な 内 的 整 合 性 と 自 己 没 入 尺 度 （坂 本，

1997）や SDS を用 い た基 準関連妥当性が あ る

こ とが報告 されて い る 。

抑 う つ ス キー
マ 尺度 （Depressogenic　Sche・

mata 　Scale，以 下 DSS ）： ネガテ ィ ブ な認知 を

DSS に よ っ て測定 した 。
　 DSS は非機能的態度尺

度 を参考に家接 ・小玉 （1999）が作成 した抑 う

つ ス キー
マ を測定するた め の 尺度で ある 。 三 つ

の 下位尺度24項 目 （「高達成志向」、「他者依存

的評価」、お よ び 「失敗不安」）で 構成 され 、高

得点は強 い 抑うつ ス キ
ー

マ を持 つ こ とを表 し、

回答形式 は 7件法 （II全 くそう思 わ ない 一7：全

くそ う思 う）で ある 。 十分 な内 的整合性 と再検

査信頼性十分にある こ と、お よび SDS 、 自動思

考尺 度 （児玉 ら，1994）、不合理 な信念測定尺

度 （森 ら，1994） と の 間 に正 の 相 関が 確認 さ

れ、基準関連妥当性が 高い こ とが 報告 されて い

る 。

結　果

　 Table　l に 大学生 群 と成人 群の 各変数の 得点

お よび各変数間の 相関係 数を示 した 。 両群が示

した 反 す う傾 向の 比 較 し た と こ ろ、大学生

群 は 成 人群 よ りも高 い 反 す う傾 向 を示 し た

（t（709）＝− 5．87，p 〈．001）。 そ の 効 果 量 は

d ＝ ・O．50で あ っ た 。 また大学生群は成人 群 よ り

も強 い 抑 う つ を呈 して い た （t（709）＝ − 7．35，

p〈．001）。 こ れ まで の 多 くの 研 究 に お い て 、

SDS の 得 点が 40 点代 を軽 度抑 うつ 状 態 と して

い る こ とか ら （例 えば、横 田
・山村，2007）、

それ に則 し両群の 抑うつ 状態を検討 した 。 そ の

結 果、大 学 生 群 で は 71．7％ が 、成 人 群 で は

45．5％が 軽度 もし くはそ れ以上 も抑 うつ 状態 に
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Table　l　Characteristics　of　the　Participants　and 　Zero−Order　Correlations　among 　All　Variables

M 　　　SD 1 2 3 4

l　 Age

2　 Depressior1

3　 Negative　cognition

4　 Rumination

Undergraduate

AdultsUndergraduate

AdultsUndergraduate

AdultsUndergraduate

Adults

19．6337

．7643
，4738
．8092
，6184

．1824
．4820

．52

1365767

．85　　　− ，066
7．50　　　− ．050
18，73　　　− ．033　　　．270＊＊

17．56　　　− ．098　　　，395＊＊

8．68　　　− ．032　　　，549＊＊
　　　．333＊ネ

7．00　　　− ．013　　　．546＊＊
　　　．451＊＊

＊

p＜，05；
喀 ＊

p＜．001

あ っ た 。 加えて 大学生群の 10．3％ （67名）、成

人群の 2．3％ （7名）は うつ 病患者と同程度の 抑

うつ 状 態に あ っ た （福 田 ・小林 （1973）は 、 う

つ 病患者 の ± ISD 内 の SDS 得点 を53−67で ある

こ とを報告 して い る こ とか ら、本研 究 で は 53

点以上 をうつ 病患者と同程度の 抑うつ 状態と見

な した）。

　低反すうの抑 うつ 緩衝効果 を検討す る ため

に、抑うつ 症状を基準変数とした階層 的重回帰

分析 を行 っ た 。 その際、大学生群 と成 人群が示

す年齢にお ける分散の 違い を考慮す るため 年齢

も説明変数に 投入 した 。 両群 と も第 1ス テ ッ プ

に年齢 と性別 （女性 を 1，男性 を2 とダ ミ
ー

コ
ー

ド化）、 第 2ス テ ッ プ に抑 うつ ス キ
ー

マ
、 第 3ス

テ ッ プ に反す う傾向、第 4ス テ ッ プ に 反す う傾

向 と抑 うつ ス キ
ー

マ の 交互 作用項を投入 した 。

両 群の 階層的重 回帰分析の 結果 は、そ れ ぞ れ

Tables　2、3に示 して ある 。

　大学生群 にお い て、第 1ス テ ッ プか ら第3ス

テ ッ プ に お い て それぞれ有意な決定係数の 変化

が認 め られ た （第 1 ス テ ッ プ ：R2＝．026，F （2，

497）＝6．559，第 2 ス テ ッ プ ：△R2 ＝．078，F （1，

496）＝ 43．045，第 3 ス テ ッ プ ：△R2　＝ 226，F （1，

495）＝ 167．099，すべ て p＜．OO1）。 しか しなが ら、

第4 ス テ ッ プ で は有意な決定係 数の 変化量 は認

め ら れ な か っ た （△R2　rOO ，　F （1，494）rOO2 ，

p＞．05）。 最終的な各説明変数の標準偏回帰係

数 は、年齢 β ＝
一．022 （n ．s．）、性 別 β≡ 一．138

（p＜．OOI），抑 う つ ス キ ー
マ βr110 （〆 ．05）、

反す う傾向βr506 （pく．001）、反す う傾向と抑

うつ ス キ
ー

マ の 交互 作用 β＝
− 002 （n ．s．）で

あ っ た 。 なお 、 各ス テ ッ プに おい て 、 多重共線

性 の 問題は認め られ なか っ た （VIF 〈 1．2）。

　成人群 にお い て 第 1ス テ ッ プで は 有意 な決定

係数の 変化が認め られ なか っ た （R2 ・＝ DIO，　F （2，

208）； 1．029，p＜．05）が、第 2 ス テ ッ プか ら第 4

ス テ ッ プで はそれ ぞれ有意な決定係数の変化が

認 め られ た （第 2 ス テ ッ プ ： △R2　＝ ．174，F （1，

207）＝　44．259，　p〈．OOI，第3ス テ ッ プ ：△R2＝．153，

F （1，206）＝ 47．414，p＜．001．第 4 ス テ ッ プ ：

△R2 ＝ ．015、F （1，205）＝ 4．857，　p〈．05）。 最終 的な

各 説 明 変 数 の 標 準 偏 回 帰 係 数 は、年 齢

β；
一
．028 （n ．s．），　 t生別 β≡ 一．114 （n．s．）、 抑 う

つ ス キ ー
マ β＝

一 180 （p＜ ρ1）、反 す う傾 向

βr453 （p〈．001）、反す う傾 向 と抑 うつ ス キ
ー

マ の 交互作用βr116 （p＜．05）で あ っ た 。 なお 、

各ス テ ッ プにお い て 、多重共線性の 問題 は認め

られ なか っ た （VIF＜ L3）。

　成人群 にお い て 、反す う傾向 と抑 うつ ス キ
ー

マ との交互 作用が 有意水準に あ っ た こ とか ら、

反す う傾 向の 平均 値 よ りも ISD 得点 が高 い 者

を高反す う群、ISZ）得点が低 い 者 を低反す う群

として 、各群が 示す抑うつ ス キ
ー

マ の 程度の 違

い に よ る 抑 うつ 症状 へ の 影響 を検討 した 。 そ の

際、先 の 分析 にお い て、有意 な偏回帰係数を示

さなか っ た 年齢 と性別 は説明変数か ら除 き、 抑

うつ ス キーマ
、 反す う傾 向、 それ らの 交互作用

を説明変数 として 、各群が 示す直線の 回帰式 を
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Table 2

           Nth 
･
 maZ : hNtaV:{\b pmbotsRtb  oA{L

Results of  Herarchical Multiple-Regression Analysis in College Student Group

Predicitors R2 AR2 F B

1

2

3

4

AgeSex

AgeSexNegative

 cognition

AgeSexNegative

 eognition

Rumination

AgeSexNegative

 cognition

Rumination
Rumination × negative  cegnition

.026

,104

,330

.330

.026

.078

.226

.ooo

6.559***

43.045***

167,099***

,O02

-.040-.148**

-.027-.168'**

  .280***

-.022-.138***

  .110**

  .506***

-.022-.138***

  .110**

  .506***
-.oo2

Table 3Results of Herarch

                              
**T<.ooli

 
*V<.Ol:

 \<,05

ical Multiple-Regression Analysis in Adult Group

Predicitors R2 AR2 F B

1

2

3

4

AgeSex

AgeSexNegative

 cognition

AgeSexNegative

 cognition

Rumination

AgeSexNegative

 cognition

Rumination

Ruminatien × negative  cognition

.OIO

.184

,337

.336

.180**

.OIO

.174

.153

.O15

 1.029

44,259***

47.414***

4.857*

-.086-.054

-.Oll-.172**

 .394***

-.026-.103

 ,183**

 ,463***

-.028-.114

 .453***

 .116*

***p
 <ooli **

 p<Ol[ *
 p<D5
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　 　 Low
NegntiveCognition

　 　 High
Negative　Cognition

Fig．　l　Interaction　between 　Negative 　Cognitions

　　　 and 　Rumination： Predicting　DepressiQn　in

　　　 the　Adult　Group

求 め た 。 また 反す うの 偏回帰係数に 、 高群 は

＋ ISD の 値 を、低群 は 一ISD の 値 を それぞ れ

代入 した 。 その 結果 をFig　lに図示 する。高反

す う群で は有意な 回帰直線の 傾 きが 認め られ た

が （βr292 ，ρ〈．OOI）、 低反す う群で は有意な回

帰直線の 傾 きは 認 め られ な か っ た （β＝．074，

p＞ ．05）。 以上 の 結果 か ら、反 すう傾 向が 低 い

者で は、ネガテ ィ ブ な認知が 強 くな っ て も抑 う

つ 症状 は悪化 しない が、反すう傾 向が高い 者で

は 、強い ネガ テ ィ ブ な認知が 強 くなる ほ ど抑 う

つ 症状が 強 まる こ とが明 らかに な っ た 。

考　察

　本研究 で は 大学 生 と 30・40代 の 成 人を対象

と し、加齢 に伴 う抑 うつ 的反すうの 変化を検討

した 。 そ の 結果、成人 群は大学生群 よ りも低 い

反す う傾向を示す こ とが明 らかに なっ た 。 また

階層的重回帰分析の 結果 、 成人群で の み低反す

うの 抑うつ 緩衝効果が認め られる こ とが明らか

にな っ た 。 以 上 の こ とか ら 、 本研究の 仮説 はお

お むね支持 された と考え られる 。

　 加齢 に伴 う抑 うつ 的反す うの 変化に関 して 、

これ まで ほ とん ど検討され て い なか っ た 。 本研

究の 結果、成人群は大学生群 よりも低 い 反す う

傾向を示 し、そ の 差は中程度の 効果量 を示す こ

とが明 らか に なっ た 。 こ の 結果 は、加齢に伴 っ

て反す う傾 向が 減弱する Erskine　et　al，（2007）

の 報告や 、 加齢に伴 い よ り適応的な コ ーピ ン グ

を行 う こ とが で き る よ うに な る との 指摘

（Amirkhan ＆ Auyeung，　2007；木島，2009；Skin−

ner ＆ Edge，1998）に沿うもの で あ っ た e こ の

こ とか ら、大学生 期か ら 30・40代 成人期に移

行 する に伴 い 、抑 うつ 的反す う傾 向は減弱 し、

個 人は よ り適応的に ネガ テ ィ ブ な認知 を対処 で

きる よ うになる と考 えられる 。

　本研究 にお い て 、 成人群 では 、 反 す う傾 向と

抑 うつ ス キー
マ との 有意 な交互 作用が 認め ら

れ、反すう傾 向が低い 成人で は 、 ネガ テ ィ ブ な

認知が強 まっ て も抑うつ 症状は悪化 しな い こ と

が 示 され た。こ の 結果か ら、反す う傾向が低 い

30・40代成 人で は、ネガ テ ィ ブな認知 が抑 う

つ を増幅させ る プロ セ ス が緩和 され る こ とが 明

らか に な っ た 。

一
方、大学生群で は、反す う傾

向 と抑 うつ ス キ
ー

マ と の 有意な交互 作用 は認 め

られず、反す う傾 向が低 い 者 であ っ て も低反す

うの 緩衝効果 は認 め られ ない こ とが示 された 。

こ の
一

連の 結果 か ら、反す う傾 向が 低 い 者で

あ っ て も、大 学生 と 30・40代成 人 で は ネ ガ

テ ィ ブな認知 を処理す る過程が異 な り、30 ・40

代成人期 では 、ネガテ ィ ブ な認知が 抑うつ を強

め る プロ セ ス が 弱い と考えられる 。 こ の こ とか

ら、 加齢 に伴 っ て コ
ーピ ン グは適応的に なる と

示 す研 究 結 果 （木 島，2009；Skinner＆ Edge ，

1998）に沿うように 、 抑うつ 的反す うの 量的な

面 の み な らず質 的な面か らも、30 ・40代 成人

期 にある者は よ り適応的に ネガ テ ィ ブ な認知 に

対処する こ とが で きる と思わ れる 。 こ れは、反

す う傾向が低い 者で あっ て も、 加齢に伴 っ て ネ

ガ テ ィ ブ な認知 を即座 に 、安定的に修正／再構

成で きる こ とに よる可能性、加齢に伴 っ て よ り
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容易 にネガテ ィ ブ な認知 を受 け流せ る こ とに よ

る可能性、 もし くは両方の 作用に よ る可能性な

どが考え られる 。 しか しなが ら 、 本研究の みか

らで は、大学生期 や 30 ・40代成 人期 にあ る反

す う傾 向が低 い 者が示す認知処理過程や 、 加齢

に よ る反すうの 質的な変化を具体的に理解する

こ とはで きな い
。 今後、実験研究に よ っ て 明 ら

かにする必要があろ う。

両群が呈す る抑 うつ 症状 の強さ

　本研 究にお い て 、大学生 群は成人群 よ りも強

い 抑 うつ 症状 を呈 す る こ とが 示 さ れ た 。 こ れ

は 、 こ れ ま で に 報告され て い る加齢に 伴 っ て 抑

うつ 症状 が低 下す る報告 （横 田
・山村，2007）

に沿 うもの で ある 。 それ に加 え 、 大学生 群で は

成人群 よ りも抑うつ 状態 にあ る者が多く、大学

生群の 約 7割が 軽度以 上 の抑 うつ 状態に あ り、

約 10％ が うつ 病患者 と同程 度の 抑 うつ 状 態 に

ある こ とが 明らか に な っ た。こ の こ とか ら、先

行研究で 示唆 されて い る ように大学生 の 時期は

精神 的に不安的 な時期 で あ る こ とが伺 われ る 。

さら に うつ 病 の 平均初発年齢 は 20−30歳 の 間で

ある報告 （川上 ら，2003）な どを踏 まえ る と 、

大学生 に対 し て積極的な抑うつ へ の 予 防的介入

が 必要である と思 われ る。

　 また 、 成人群で は大学生群 よ りも抑 うつ 的反

す う傾 向が低か っ た こ とや 、 大学生群には認め

られなか っ た低反す うの 緩衝効果が認め られた

こ とか ら、年齢を重ねる に つ れて抑 うつ 悪化や

うつ 病発症の リス クが 低下 する と推察され る。

しか しなが ら、
一

部で は 中高年層の うつ 病罹患

率や 自殺率の 高 さが 問題視 され て い る （川 上

ら，2003）。こ の こ とか ら、本研究が示 した よ

うに 30 ・40代 の 成人全体 と して は青年期 に あ

る者よ りも抑うつ リス クが軽減 して い る と概観

で きる もの の 、成人期後期 （中高年期）へ の 移

行期 にお い て、反す う傾向が高 い 30・40代 の

者がその 傾向を維持 もしくは習慣化 させ て しま

う場合 には 、抑 うつ へ の 脆弱性が高 まり、慢性

的な抑 うつ 状態に 陥 りやす くなる の か もしれな

い
。 今後、年齢層 を広げ抑うつ 研究をさ らに進

め る必要で あろ う。

臨床的示唆

　 本研究が示 した大学生 群 と成人群が示 した抑

うつ 症状 に対す る抑 うつ ス キー
マ と反す う傾向

の 説明率の 大きさの 違い は興味深 い 結果で あっ

た と思わ れ る 。 抑 うつ 症状 を基準変数 と した階

層的重回帰分析の結果、全体的な決定係数には

大 きな差 は なか っ た もの の （大 学 生 群 ： 約

31％，成人群 ：約 34％）、 成人 群にお い て 抑う

つ ス キ ー
マ は 16％ 、抑 う つ 的 反 す う傾 向は

17％ の 説明率を示 し、抑うつ ス キ
ー

マ と反す う

傾向の 交互 作用は有意水準に ある こ とが確認 さ

れた 。 こ の 結果か ら、抑 うつ 予防にお い て 30 ・

40代 の 成人 を対 象とす る場合 に は 、 反す う傾

向の 減弱に 焦点 を当て る こ と で 効果的 に抑 うつ

の 軽減 を図 る こ とが で きる と考え られ る 。

一

方、大学生群にお い て抑 うつ ス キーマ の 説明率

は わずか 8％ で あ り、反 すう傾 向に よ る説明率

は 23％ で あ っ た 。

一
見す る と、大学 生 を対象

と した抑 うつ 予 防で は 、 ネガ テ ィ ブ な認知 に焦

点を当て る よ りも低反す うの 減弱に焦点 を当て

るべ きと思 われ る 。 しか しなが ら、本研究 にお

い て 大学生 群で は低反す うの 緩衝効果が認め ら

れ なか っ た 。 こ の こ とは反す う傾向が低 い 大学

生 で あっ て も、 ネガ テ ィ ブ な認知が 強 まっ た場

合に は抑 うつ が 増幅する こ と を示唆 して い る 。

つ ま り、大学生 に 対する抑うつ や うつ 病 へ の 予

防的介入で は、成人 を対象 とす る場合 とは異な

り、反す う傾向 とネガ テ ィ ブ な認知 の 双方 の 軽

減に焦点を当て る必要が ある と考え られ る 。

今後の課題

　まず本研究 の 限界として 、本研究が用い た二

つ の 年齢群の 対象者数の 違い が 挙げ られ る。両

群 と もある 程 度の 対 象者数 を有 して い た もの

の 、対象者数の 違 い に よ っ て多少な りとも分析

結果が影響 を受けた か もしれない 。 また成人対

象者 の 就労状 況、職種、お よ び 勤務形態 を検討

で きなか っ た こ とも挙げられ る 。 職業の 有無や

その 種類 、 また は就労形態に よ っ て 、
ス ト レ ッ

サ
ー

の程度 は異な り、そ して それに伴 っ て抑 う
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つ レベ ル も影響 を受ける こ とが 推察 され る。そ

れ故 、 本研究結果 は就労の 有無や勤務形態 など

に影響を受けた可能性も考え られ る 。 今後 、 両

群の 対象者数 、 就労に 関する要因や変数を考慮

した うえで、本研究結果を再検討する必要が あ

る の か もしれ ない
。 また コ ホ ー トの 問題 も限界

として挙げ られ る 。 本研究結果 は特定の コ ホ
ー

トや成人期で の 特定の 年代 に認め られ る結果で

ある 可能性 も考 え られ る 。 例 えば、50 ・60代

を対象 として も、低反すうの 緩衝効果が認め ら

れ な い 可能性 が あ る。 それ ゆ え、今後 他の コ

ホ
ー トや 30・40代 よ り年齢が 高 い 成 人や 、大

学生 よ りも年齢が低 い 青年期 にある者 を対象 と

して 、加齢 と反す う過程の 質に関す る研究を精

査す る こ とが 必要で あろ う。

　本研 究で は 、 なぜ 成人期 に あ る 30 ・40 代 の

者が青年期 にある大学生 と比 べ て反すう傾向が

低 い の か を明 らか にす る こ とは で きな か っ た。

近年の 研究 にお い て 、

“
い ま ・こ こ

”
で の 感情

や認知を非評価的に体験する こ とを指す脱中心

性や マ イ ン ドフ ル ネス の 向上 に よ っ て 反すうを

軽 減 す る こ とが で きる と報 告 さ れ て い る

（Ramel 　et　al．　2004など）。 こ の こ とか ら、成人

群 で は抑 うつ 的反す う傾向が低 い と示 した本研

究結果 は、加齢に伴 っ て脱中心性や マ イ ン ドフ

ル ネス が 向上 した こ と に よ る 副 次的 な効果で あ

るか もしれ ない 。 また Teasdale （1999）は 、 マ

イ ン ドフ ル ネス の 向上 に伴 っ て 、抑うつ 的反す

うとは相反する認知過程 （具体的、直接的な認

知過程）が促 進される と指摘 して い る 。 こ の こ

とか らも、本研究結果 は具体的体験の 認知過程

が 加齢に伴 っ て 増幅した こ と に よる効果 と も考

えられ る 。 今後の 研究で 、脱中心性や マ イ ン ド

フ ル ネス と反すうとの 関連性を精査する ととも

に、加齢に伴 う体験 的な認知過程の 変化 を検討

す る こ とで 、抑うつ 的反すうに 関して の さ らな

る 臨床的、治療的示唆が 得 られ る と考え られ

る 。
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Age-Related Changes  in Depressive Rumination:

      Comparing Undergraduate  Students

          and  Adults in Their Thirties

                   and  Forties

YasuoMURAYAMAi  TakahiroOKAyAsu2

i
 Department of  Arts and  Letters, Meiji University
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                 Abstract

   
"Depressive

 rumination"  has been defined as  persistent, cyclic, thinking focused on  negative

aspects  of  past experiences.  Although it has been found that  a  high tendency  to ruminate  relates

to vulnerability  to depression, recent  research  has reported  that  a  low  tendency  to ruminate  could

have a  buffering effect  on  depressive schemas,  which  would,  in turn, lead to a  decrease in

depression. Little research  has been conducted  on  age-related  quantitative and  qualitative

changes  in rumination,  The  purpose of  the present  study  was  to investigate age-related  differ-

ences  in rumination,  comparing  an  undergraduate  sample  and  a sample  of adults  in their thirties

and  forties, by examining  partlcipants' level of rumination  and  the buffering eEfect. The  adult

sample  was  found to show  a  lower tendency  to ruminate  than  the undergraduate  sample,  and  also

showed  the buffering effect. These results  suggest  that as  individuals get older, they  have a

reduced  tendency  to ruminate,  and  are  more  likely to cope  effectively  with  negative  cognitions.

Clinical implications for prevention  of  depression are  also discussed.

Key  Words: depressive rurnination,  buffering effect, negative  cognitions,  coping
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